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教材分析はこう変わる 子供に身に付けさせる力の視点からの教材分析【教材例：「風切るつばさ」東京書籍 ６年】  

① 学習教材の系統と既習事項との関連を確かめることがポイント【 例 文学「読解」系統】 

 

 

 

 

② 学習指導要領の重点指導事項と児童の実態に応じて学習する言語活動を設定することがポイント 

 

 

 

 

 

 

③ 単元で育てたい「資質・能力」とその手立てを３つの視点に沿って明確にすることがポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでに付いている力＞ 
５年「世界でいちばんやかましい音」物語の構
成をとらえ，山場で起きた変化について考える。 
◎物語の山場を考えること 

＜本単元で付けたい力＞ 
６年「風切るつばさ」人物と人物の関係を
手がかりに人物の心情を考えながら読む。 
◎人物と人物の関係を考えること 

＜これから付けたい力＞ 
6年「海のいのち」感動の中心をとらえながら読む。 
◎物語が自分に強く語りかけてきたことを考える
こと。 

 

 【重点指導事項】 【Ｃ 読むこと】 
（１）エ 人物像や物語などの全体像を
具体的に想像したり表現の効果を考え
たりすること。 
（１）オ 文章を読んで理解したことに
基づいて，自分の考えをまとめること。 
 

  

【児童の実態】 学力調査の結果から，人物相互の 
関係や心情，場面についての描写を捉えることでは 
正答率が89％なのに対し，物語を読み具体的な叙述 
を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめること 
の正答率は18％であった。人物の心情を読むことは 
できるが，自分の考えをまとめること等に課題がある。  

【物語を読み，人物相互の関係を考えながら，物語の場面や全体を漢字１文字で表すこと】 
物語に登場するそれぞれの人物の役割や心情を押さえる読み方は人物関係図に表すことでよ

り深く捉えられると考えた。また，物語を漢字１文字で表すことや選んだ漢字の理由を話し合う
ことは，作品に対する見方・考え方を広げること（多様性や創造性），語感や語彙を豊かにする
ことができると考えた。漢字には多くの情報があり便利な記号である。漢字1文字の魅力を知
ること，その利便性に気付くことも学習し，豊かな漢字の力も身に付けさせたいと考える。 
  

【学びに向かう力・人間性等】 
☆ 漢字の意味を理解し,他教科・他領域など様々な場面で漢字を意図的に使おうとする力 
☆ 友だちの選んだ漢字とその理由を話し合うなかで，自分の考えを広げたり深めたりする力 
そのための手立て：選んだ漢字の伝え合いを通して語彙や語感を高めたり，知らない漢字を調べて使えるよう
にしたりする。また，学習した漢字を貯めて，必要に応じて引き出せるようにする。 

【知識及び技能】 
☆ 人物相互の関係を叙述から読み，人物関係図にまとめる力 
（1）オ 思考に関わる語句の量を増やし,話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句
の構成や変化について理解し,語彙を豊かにすること。 
そのための手立て：直接的に描写された登場人物の心情だけでなく，行動や会話，情景描写など， 
間接的に描写されている心情も読み，人物関係図に互いの心情をまとめる。 

 

 

【思考力・判断力・表現力等】 
☆ 人物と人物の関係や考え方を人物関係図を手がかりに考え,漢字１文字で表現する力 
Ｃ 読むこと（1）エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり表現の効果を考えたりすること。 
そのための手立て：場面ごとに作成した人物関係図をもとに，心情の変化，作者のメッ
セージを強く意識できる場面，対比されている叙述（表現）に気付かせ，漢字１文字で
まとめるようにする。 

【設定した言語活動 物語を読み，人物相互の関係を考えながら，物語の場面や全体を漢字１文字で表すこと】 

教科の本質に向かう学びへ 授業展開の工夫  

④ 単元の導入では，児童が自分ごととして解決したい「問い」を見出し，学びに向かう主体性や必然性をもって 

ゴールまで取り組む見通しを教師と児童で設定することがポイント 

児童が主体性や必然性をもち，「自分事」として解決したいと思う学習にするには「教科書にあるから学習 

しましょう」ではなく，実生活や身近なものからきっかけをつくり「興味をひく課題解決場面」を設定した 

い。例えば１次では，「学校にある防災備蓄品」を調べその数に着目させる。「水はたくさんあるけれど…」 

「食べ物や薬品は足りるかな」など，児童が調べてみたい，解決したいと思える導入が生まれてきてから， 

特性を生かした教材で学習するのである。一方的な教師の導入から脱却し，児童主体の学習を目指したい。 

 

⑤ 授業では，単元のゴールに向けて身に付けさせたい資質・能力の育成を図るとともに，その過程において 

協働的な学びから生まれる「言葉による見方・考え方」の広がりや深まりを大切にすることがポイント 

 知識及び技能の習得（言語能力の育成）は協働的な学び合いによって達成させたい。例えば，ある児童から 

出された考えに対して，即座に教師がその児童に返答するのではなく、他の子への投げかけ，全体での吟味・ 

検討，教師が意図した児童と児童をつなぐ働きかけや，児童がペア・グループで課題を解決しようとする場面 

を設定することである。個の学びでは深まらない気付きや「言葉による見方・考え方」も学び合いや話合いで， 

より広がったり深まったりできる。 

 

⑥ 児童が身に付けた力を活用してゴールを目指すとともに，そこに至るまでの学習の経緯を 

児童が振り返ったり自分の成長や変容を自覚したりすることがポイント 

 単元の終わりでは「何を学んだか」「どのように学んだか」その結果「何ができるように 

なったか」という学習過程の成長を児童に自覚させたり，振り返らせたりしたい。その学び 

を蓄積していくことで，国語科だけではなく，他教科や社会生活の中でも活用できる資質・ 

能力や今後の学びに向かう力となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の資質・能力の変容をどうとらえるのか 授業分析の工夫  

⑦ 授業や単元の終わりに児童が書く学習過程の「振り返り」から授業分析をすることがポイント 

 授業後に児童が「振り返り」で書いたことを分析することは，資質・能力の変容を捉えるために有効である。「振り返り」は，児童 

が自分の学びを見つめ直すとともに，次時の授業や単元のゴールへとつなげていくものでありたい。そのことを意識付けしていくとと 

もに，授業者もそういった意識で子供たちの「振り返り」を分析する必要がある。また，「振り返り」を読んだとき，児童が「学んだ」 

と捉えたことと，教師が授業で「学ばせたかったこと」が乖離していることがある。児童に「振り返り」でどのようなことを書いても 

らいたいのか。そのためにどんな授業展開が必要になるか。つまり，「振り返り」を意識して授業をつくることも留意しておきたい。 

 

⑧ 児童の思考に沿いながら，構造的で課題とまとめの整合性がとられた板書になっていたかで授業分析することがポイント 

板書には 1単位時間の学習の「現実的な結果」が表れている。よい板書には，課題に対する答えや付けたい力のポイ 

ントが学習の流れに沿って分かりやすく表されている。しかし，課題はあるのに答えがない板書や，めあてとまとめが 

つながっていない板書，児童の考えや発言ではなく資料ばかりがはられた板書では，「何が分かったのか」「どのように 

分かったのか」等の児童の学びの変容が分かりにくいだけでなく，授業そのものが「どのような力を身に付けさせたい 

のか」が児童にとっても授業者にとっても曖昧になっていることが多い。授業の板書計画を準備することは「授業で付 

けたい資質・能力」を明確にし，そこに至るまでの授業展開も構造的に計画することにつながるのである。 

 

⑨ 全校研究授業では，変容となる場面にしぼって検証する。そのためにビデオ映像を使い全員が児童の事実の姿で協議したり 

授業分析をしたりすることがポイント 

授業改善のためには，私たち教職員が校内でお互いに切磋琢磨し，学び合える環境を自分たちでつくり上げていくことが 

大切である。全校研の事後研のもち方は，ワークショップ型など，全員が参加しやすい形式をとるところも多いだろう。し 

かし，限られた研究の時間の中で深い授業分析をするためには，検証する授業場面を絞ることや記録映像等を全員が見なが 

ら資質・能力の変容の実際を児童の姿で確認することが求められる。机上の論理ではなく児童の事実の姿で分析をしたい。 

 

 

 

 

他教科・生
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「自分事」の課

題として解決

したい学習へ 

児童の声から

ゴールを設定 

 

 

個人思考から協働思考 

協働思考から個人思考 

例 振り返りを
書いたノート 

＋ ＝ 

児童の主体性を大切にした国語科の単元づく

り 

ビデオを使って変容の実際を
児童の姿で確認 

「まず教材ありき」では 
なく，国語科における資質・ 
・能力の育成を意識した手 
立ての用意が必要である。 

児童が学んできた資質・ 

能力を授業で引き出すため 

にも系統を確かめる。 

指導事項と学習する児

童の実態を重視し，それに

応じた言語活動を設定す

ることで児童の主体的な

学びにもつなげられる。 

における の育成を目指した 授業づくりのポイント 


